
第３章．商品化に向けた観光資源の磨き上げ手法の検討
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＜これまでの取組＞

奈良県南部地域の吉野町・川上村は、“吉野杉”という国内外から知られる地域ブランドを有し、

また林業・木材産業における生産から製材加工に至る工程の全てを網羅する産業地域とされる。

その林業・木材産業における産業観光をニューツーリズムの観点から検証する取り組みを平成

２４年度から自治体（県・町村）をはじめ地域の林業・木材産業機関・団体等で開始している。

また、川上村は大滝ダム建設を契機に「水源地の村づくり」を進めてきており、１９８０年代半ばから

吉野川源流に因んだ資料館や源流部の天然林の整備も行ってきている。

１． これまでの取組と課題
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＜地域の現状と課題＞

現在、地域の抱える現状と課題は、以下の５つにまとめられる。

①桜の時期には吉野山への花見客で賑わうが、それ以外のシーズンは低迷し、経済効果が薄い。

②地域の基幹産業である林業・木材は、安い木材輸入や偏った環境保全から消費低迷に陥って

いる。

③地域の人口減少、少子高齢化が進み、林業・木材従事者の高齢化と後継者不足が深刻化。

④森林整備（植林・間伐等）の重労働に加え、吉野ブランドの低下や価格下落が森林経営を圧迫。

⑤台風や豪雨等の災害と風評被害もあり、森づくりでの水源涵養や地域における治水目的のダム

の活用と理解が重要である。



＜今後の展望と目標＞

吉野町・川上村の地域産業である「林業・木材産業」と吉野川源流（水源地）・ダムに代表され

る「水資源の大切さ」を素材とした旅行商品を造成することで、ニューツーリズムを地域に創出し、

地域を魅力ある観光地化させる。

■対象とするニューツーリズムの分野

・エコツーリズム ・グリーンツーリズム ・文化観光 ・産業観光 ・ヘルスツーリズム

・“吉野杉“ブランド

・林業、木材産業の集積

・吉野川源流、水源地

・ダムや水源に関する施設群

・吉野山の桜時期は賑わう

・従来は、歴史、温泉などを

中心にPR

地域産業

の後継者

不足

人口の減

少と高齢

化

対象地域の現状

木 水

「木」と「水」をメインテーマにし、文化・歴史・温泉等を

組み合わせたニューツーリズムの創出

・平成24年度奈良県による「林業・木

材産業観光導入検討調査」事業

官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業

「木と水の文化産業の源流を訪ねるニューツーリズム」

地域でのニューツーリズムの継続化

地域の新しい魅力の定着

・関係者の組織化

・商品づくりを通じた地域プラット

フォームの創出

・中核人材の発掘、育成

・観光マーケティング活動、目利きの

助言による商品造成

・モニターツアー実施と情報発信

・効果検証

平成25年度

平成26年度～
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＜考え方＞

■地域における観光マーケティングの必要性

・観光地域づくり・旅行商品化に際しては、外部環境・内部環境の分析、ＳＷＯＴ分析、コンセプト

の作成、ターゲットの設定、ポジショニングの明確化、5Ｐ（観光商品、価格、流通、プロモーショ

ン、人材の５つ）戦略を組み立てる「観光マーケティング」が必要である。

■中核人材づくりの重要性

・継続的に旅行商品化を実施していくためには、地域側に中核となる人材が育つことも重要。

吉野町・川上村地域における、「観光資源の育て方」を学

び、「地域の観光リーダーを育成」する、ために地域観光

マーケティングスクールを実施した。

“観光”のプロ「ＪＴＢ」と、“広告”のプロ「電通」が、タッグ

を組んで作成したプログラムにより、「観光資源の商品化に

必要なマーケティング」、「観光資源の磨き上げ」、「地域で

の中核人材の育成」等について学んだ。

観光庁の観光マーケティングについての資料より

２． 確実な観光資源の磨き上げ手法の検討

（１）ＪＴＢと電通による「地域観光マーケティングスクール」
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（２）「地域観光マーケティングスクール」の概要
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（３）「地域観光マーケティングスクール」の準備

＜準備＞

JTBと電通によるマーケティングスクールの資料作り

2013年5月22日～７月1日

①事前ヒアリングシートの提出

②地域への事前打合せ

③④「吉野観光資源カルテ」の作成（全２１４ページ）

「デスクリサーチ」、「４万人旅パネル調査」、「吉野地域カスタマイズ調査」の３つのデータから、

客観的に「吉野地域」を評価した観光振興の診断書とでもいうべきカルテを作成。

⑤カリキュラム作成

あわせて、全１７５ページの教科書も作成。

⑥スクール資料発送

⑦開催募集告知

作業締切作業締切作業締切作業締切 5/22 6/5 6/13 6/17 6/26 6/29 7/2-7/4

①事前ヒアリングシート

提出

②地域への事前打合せ

③観光資源カルテ

調査票作成

④観光資源カルテ

調査票確定～実査

⑤カリキュラム作成

⑥スクール資料発送

⑦開催募集告知

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

ス

ク

ー

ル

の

実

施

5/22 地域関係者との打合せの様子
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教科書（全１７５Ｐ） 観光資源カルテ（全２１４ページ）

＊教科書、観光資源等の資料は、別添参照。

吉野観光マーケティングスクール開催の案内
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＜開催＞

吉野地域観光マーケティングスクール

2013年7月2日～7月4日（３日間）

吉野製材工業協同組合の会議室にて、「吉野地域観光マーケティングスクール」を開催。

地元の関係者２０名（吉野町１０名、川上村１０名）を集めて、地元に眠る観光素材の発掘による、

「マーケティングスキルの向上」と「着地型観光プランの策定」を目的に、活発な意見交換が行わ

れた。

参加者（全３１名）；

スクール参加者：吉野町関係者１０名、川上村関係者１０名、

・吉野町役場

・吉野町 地域おこし協力隊

・吉野ビジターズビューロー

・吉野林材振興協議会

・吉野中央木材（株）

・吉野ウッドプロダクト

・川上村役場

・川上村 地域おこし協力隊

・川上村観光協会

・杉の湯

講師：電通 ４名

司会：JTB奈良支店 則包大輔

目利き：石村 英之、松本 奉士

事務局：Jプロデュース 逢坂秀通

オブザーバー：奈良県地域振興部南部東部振興課 上田一仁

スクール内容；

＊資料２ 「奈良県吉野ワークブック」を参照（Ｐ．１48～１82）
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（３）「地域観光マーケティングスクール」の開催



＜フォローアップ＞

マーケティングスクールのフォローアップ、および商品造成受入についての打合せ

2013年7月26日

マーケティングスクールのフォローアップと、今後の商品造成受入に関するヒアリングをかねて、

ＪＴＢ担当者が、それぞれの地域（吉野町役場および川上村役場）を訪問した。

打合せでは、マーケティングスクールにて発掘された有望な観光資源を、以下の３つのモデル

コースにまとめ、役場職員・地域おこし協力隊スタッフを交えて、意見交換を行った。

ツアーを造成した場合、①どこが窓口になって対応するのか？②誰が手配するのか？③誰が案

内するのか？等、主に、受入体制の構築が、現状ではまだまだ整っていないことが課題であること

を、全員が共有した。
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（３）「地域観光マーケティングスクール」の開催

①①①①～吉野杉森林がもてなす美フレッシュの旅～～吉野杉森林がもてなす美フレッシュの旅～～吉野杉森林がもてなす美フレッシュの旅～～吉野杉森林がもてなす美フレッシュの旅～

橿原神宮前  吉野山（泊）

＜美フレッシュナイトツアー＞＜美フレッシュナイトツアー＞＜美フレッシュナイトツアー＞＜美フレッシュナイトツアー＞

ホテル 蔵王堂 座禅と月光浴（自分自身と向き合い、瞑想してください）

18:00 19:30

 終了後、蔵王堂にて夕食

（ マクロビ、酒粕をつかった料理）

＜＜＜＜日中のオプション＞日中のオプション＞日中のオプション＞日中のオプション＞ ■酒風呂、酒粕エステ体験 利き酒アロマ

■木材カフェ、木の雑貨作り

＜森林セラピーツアー＞＜森林セラピーツアー＞＜森林セラピーツアー＞＜森林セラピーツアー＞

御宿  吉野運動公園 または 如意輪寺駐車場

森林セラピー 神仙峡龍門コース

吉野 宮滝 万葉コース

終了後、バスにて案内

打合せ用モデルコース①
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②②②②～吉野を学ぶ～吉野を学ぶ～吉野を学ぶ～吉野を学ぶ、、、、森の絆森の絆森の絆森の絆 ～～～～

＜＜＜＜ひと夏の転校生ひと夏の転校生ひと夏の転校生ひと夏の転校生 吉野の学校で学ぶ＞吉野の学校で学ぶ＞吉野の学校で学ぶ＞吉野の学校で学ぶ＞

橿原神宮前  吉野小学校 各種体験  民泊

学校  匠の村（各種体験） 杉の湯（昼食） 森の源流館

 大滝ダム（ダムと自然と生きる） 橿原神宮前

＜＜＜＜パパは大きな柱になる～男塾＞パパは大きな柱になる～男塾＞パパは大きな柱になる～男塾＞パパは大きな柱になる～男塾＞

橿原神宮前  吉野 ････ 森林体験各種

③③③③～吉野杉と水が育む文化体験～～吉野杉と水が育む文化体験～～吉野杉と水が育む文化体験～～吉野杉と水が育む文化体験～

＜＜＜＜レトロ駅舎レトロ駅舎レトロ駅舎レトロ駅舎BarBarBarBarで大人時間＞で大人時間＞で大人時間＞で大人時間＞

吉野駅舎内で、吉野杉に囲まれながら、木の匂いと澄んだ水が育むお酒を楽しむ

■飲み比べセット（三種の地酒+ジビエ川魚野菜豆腐の盛り合わせとつまみ）

■16:00～22:00 テーブル席×5 立ち飲み席×10

打合せ用モデルコース②

打合せ用モデルコース③


